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 (
図１：業種別の営業利益率と上位
5
社企業の売上シェア
（
2005
～
2009
）
)


 (
卸売・食品・電機・小売・建設業界の営業利益率が低く、尚且つ上位企業が占めるシェアが低い。
) (
原因
・
外部要因
▶
過剰競争
▶
取引慣行
▶
商品調達・取引規制の問題
▶短い商品ライフサイクル
▶安全・安心に対するこだわり
・
内部要因
▶
経営において重視する経営・財務指標の違い
バリュー・チェーンの特殊性
商品分野ごとの特殊要因
消費行動の特殊性
)













 (
①過剰競争
・日本はバリュー・チェーンを構成する各段階（製造・流通・販売）ごとに見て、企業数が多く激しい競争が行われている。
製糖業を例にみると、諸外国と比較して
工場数が多く、
1
工場あたりの生産規模が低水準である
ことが分かる。寡占度が低い
ことが激しい競合を招き、
収益性の向上を妨げている
と考えられる。
・また、日本では製造業の数に比して小売業の事業所・企業数が多く、上位小売業の市場寡占度が低い。大手小売業
3
社の食品販売累計シェアを見ると、欧州主要各国で
5
割以上
、米国でも
２～３割
あるのに対して
日本は
約
1
割
である（推定）。販売先が寡占化していないことは製造業にとって取引交渉しやすい反面、商流や物流は小口化しコスト
がかかってしまう
。
食品メーカーの食品小売業者に対する事業所・企業数の倍数を国際比較すると、日本は米国の約
2
倍、ドイツ・フランスの５～６倍となっており、メーカーの営業活動の煩雑さが窺える。
) (
図２：精製糖工場
数・
規模の比較
) (
図３：製造業者に対する小売業者の倍数
)
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 (
②
取引慣行の不透明性
・日本の食品バリュー・チェーンにおいては、食品製造業者・小売事業者が多く、企業間の取引が
小口化
していることから、日本では中間流通（卸売業者）が多数存在し、需給結合において商流・物流上の重要な役割を果たしている。
・日本では全国展開する一次卸と地域限定型の二次卸とに大別され、これら卸異業者を通して中小メーカーの商品も全国の小売店に供給する仕組みが構築されている。
)





 (
・多段階流通の程度を測るＷ／Ｒ比率を国際比較すると、
英国やフランスは１未満
であり、国土の広い
アメリカでも
1.3
倍
程度
に留まっているのに対して、
日本
では流通構造の効率化が進展してきてはいるが、依然
1.8
倍と高水準
である。
)[image: ]






 (
・全国へのきめ細かい配送が可能
・中小メーカーにも販売機会を提供
・再編・淘汰が進まない要因でもある
・
流通コストのブラックボックス化
)
 (
・協賛金・値引き
・買い叩き
・センターフィー・従業員派遣
)




 (
日本では明文化されていない費用拠出を小売業者から求められるケースがあり、条件を明確化した「契約書」ベースの取引を主流とする欧米に比べて取引の不透明感が存在する。また、
1990
年代初めに日本の食品需要が量的にほぼ飽和状態になって以降は、消費の不振を反映して、取引規模が拡大しないという市場環境を背景に小売業者がメーカーに対する取引要求水準を高めてきており、メーカーの収益を圧迫している。
)





 (
以上のことから業界再編が必要！！
)
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海外展開
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層
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米国企業
成功モデル商品
欧州企業
プレミア
ム
ノーマル
エントリー
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